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JAうまトピックス
　理事会だより

インフォメーション
　本店・中曽根支店の建設が始まりました
　プリエール
　健康マージャン大会

特集
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インフォメーション
　冬福!!定期貯金
　農業おまかせ資金

クロスワード・まちがいさがし

JA PLAZA
　レシピ　豚ばらしゃぶのネギしょうゆ掛け
　俳句と川柳／お便りありがとう

インフォメーション
　今月の予定
　人形展示会
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俊成　恵汰くん （3才） 
　　　栞汰くん （2才） 
　　　ひなたちゃん（7ヶ月）
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11月２日､ 四国中央市と連携し愛媛の
ブランドサトイモ ｢伊予美人｣ を広島県
の広印青果で市場関係者へ向け試食宣伝
活動をしました｡ 揃いのハッピを着た
四国中央市篠原実市長と篠原一志組合長
が先頭に立ち､ 大鍋で作った約300食分
の郷土料理いもたきで伊予美人の美味し
さをＰＲしました｡ 市と連携した取り組
みは今回で３回目です｡
篠原市長は ｢名前の通り丸く色白で､
粘りのある美味しいサトイモ｡ 今後もよ
ろしくお願いします｣ と市場で挨拶｡
篠原組合長は ｢今後も四国中央市をは
じめとする行政と連携して伊予美人を全
国に売り出したい｡ サトイモと言えば伊
予美人､ 伊予美人と言えば愛媛県､ 四国
中央市と思っていただけるようになれば
いい｣ といもたきを振る舞いました｡
伊予美人は来年４月までに2,000トン

の出荷を計画しています｡
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10月28日・29日の二日間､ ｢にこまる｣ の収穫を記念
して新米まつり第２弾を開催しました｡ 店前の特設テン
トでは､ 新米にこまるのおにぎりの試食を配り美味しさ
をＰＲしました｡ おにぎりと一緒に食べてもらおうと､
ジャジャうま市では生産者部会特製の豚汁を販売､ おい
でや市では生産者部会特製鶏だんご汁を振る舞いました｡
また当日は新米を１割増量サービスで販売し､ 次々と売
れていきました｡
終日雨模様でしたが､ ご来店ありがとうございました｡

｢にこまる｣ はお米の品種の名前です｡ 粒が大きくて
厚いので一粒一粒がしっかりと炊き上がります｡ 粘りと
柔らかさが特徴です｡ 産直市で販売しているお米は ｢う
まそだち｣｡ ｢うまそだち｣ はお米の地域ブランドの名前
です｡ 化学合成農薬と化学肥料を通常栽培より半分に減
らし､ 愛媛県特別栽培農産物 ｢エコえひめ｣ の認証を受
けた四国中央市限定のお米です｡
品種は｢コシヒカリ｣と｢にこまる｣を採用しており､Ｊ

Ａうま産直市で一般販売しています｡ 『コシヒカリ』は､
市内の小中学校と一部の幼稚園の給食で使われています｡

行政と連携してトップセールス
伊予美人の美味しさＰＲ

ジャジャうま市・おいでや市
新米まつり【第２弾にこまる】
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上分地区の女性
部は毎月２回歌を
楽しんでいます｡
歌うのは子供の頃
から親しんでいる
童謡が中心｡ 上分
公民館で毎月２回

の練習に23人ほどが参加しています｡
指導は田尻淑惠先生にお願いしています｡ １曲
を歌い込むというより､ 次々と曲を替え､ 取材時
は ｢どんぐりころころ｣ や ｢秋の虫｣ ｢幸せなら
手をたたこう｣ など10曲ほどを歌いました｡
｢上手に歌えなくてもみんなで大きな声を出す

と楽しい｣ と歌を純粋に楽しんでいるようでした｡
教室を立ち上げて５年ほど経ち､ 来年には公民館
祭で発表
したいと
張り切っ
ています｡

あったか荘土居
産直市でお買い物

大きな声で楽しく♪
ＪＡうま上分女性部童謡教室

10月16日､ ＪＡうまデイサービスセンターあっ
たか荘土居は､ 利用者さんに買い物を楽しんで
もらおうとＪＡうま産直市ジャジャうま市を訪
れました｡ 店内には新鮮な旬の野菜や果物など
がたくさん｡ 皆さん ｢アレもコレも｣ と買い物
かごに入れていました｡
日頃あまり外に出
掛けられない方
も気分をリフレッ
シュしていただ
けたようでした｡

10月11日､ あったか荘三島の入口左側にある
｢あったか農園｣ の稲刈りをしました｡ 雀の被
害で少量の収穫となりましたが､ 利用者さんは
｢おどしがたりんかった｡ 来年はかかしを作ろ
う｣ と来年に向けて張り切っていました｡
10月14日には､ 土居の太鼓台見学にいきまし
た｡ 掛け声と見事な差し上げに ｢一生の思い出
になりました｣ と喜
ばれていました｡

あったか荘三島
秋のイベント楽しむ

第1号議案 大口貸出案件の承認について

第2号議案 JAバンク外部委託管理規程の改正について

第3号議案 産地パワーアップ事業取組主体事業計画書に

ついて

第4号議案 特定個人情報取扱規則の改正について

第5号議案 事務リスク管理規程の改正について

平成29年度 第７回理事会 平成29年10月27日(金)

※理事会議事録は､各支店で閲覧できます｡
1･2ヵ月遅れることもありますが､ご了承下さい｡
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今年も10月13日～23日に
かけて市内各地区で秋まつ
りが開催され､ ＪＡうま敷
地内でも太鼓台統一寄せが
行われました｡
13日は川下支店で､ 14日
には土居中央支店で土居地
区の統一寄せ｡ 14日には東
部農機センター前 (妻鳥土
地改良区駐車場) では川之
江地区の統一寄せが行われ
ました｡ 当日は残念ながら
雨模様でしたが､ 沢山の見
物客が訪れ､ 各地区の太鼓
台による熱気ある演技が繰
り広げられました｡

見事な差し上げ｡ 川下支店駐車場にて｡

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡううううううううううううままままままままままままロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルププププププププププププレレレレレレレレレレレレイイイイイイイイイイイインンンンンンンンンンンンググググググググググググ大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会
毎年､ ＪＡうまではロールプレイング大会を開き､ 接客技術を磨いています｡ ３つの大会を開催し､ 合わせ
て13名が出場しました｡ 出場者は審査員が見つめる緊張感の中､ 日頃の接客対応と練習の成果を披露しました｡
優勝者は東予地区または愛媛県大会への出場権を獲得しました｡

９月26日 ＬＡロールプレイング大会
優勝 �石 誠 (土居中央支店)

10月30日 スマイルサポーターロールプレイング大会
優勝 石川裕也 (土居中央支店)

10月２日
窓口・ＭＡ担当者ロールプレイング大会
ＭＡの部 優勝 加藤俊平 (土居中央支店)

窓口の部 優勝 前島 萌 (金生支店)
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※プリエール土居はスタッフが常駐しておりませんので
プリエール三島への電話は自動転送されます｡

年の瀬に入り､ 今年も残すところあとわずかになってまいりました｡ みなさまいかがお過ごしでしょうか？

さて､ 今回はプリエールの年末年始についてご案内いたします｡
私たち プリエールは年中無休・24時間体制で葬儀依頼を承ります｡
年末年始､ 葬儀施工がない場合は転送電話での対応をさせていただいております｡
お電話で葬儀依頼を受け､ 葬儀担当の者が打合せ等 対応致します｡

年末年始の葬儀はいつから？
年内の葬儀は12月31日まで葬儀施工が可能です｡
年始の葬儀につきましては､ 四国中央市内の火葬場 (川之江斎苑､ 三島斎場､ 土居斎苑) が
元日と友引がお休みです｡
※１月１日の元日､ １月２日が友引となるため､ 年始の葬儀施工は１月３日からになります｡
もちろん､ お正月三が日は葬儀を控える慣習の地域は４日からになりますし､
年末年始は葬儀依頼や火葬場が込み合う場合も考えられます｡
ご遺族のご意向に沿った葬儀を提案させてい
ただくよう努めさせていただきますのでご理解・
ご協力をよろしくお願い致します｡
今後とも葬祭会館プリエールをよろしくお願
い申し上げます｡

現在の本店は昭和48年に建築され築44年が経過

し施設・設備等の老朽化が進んだことから､ ジャ

ジャうま市北側 (総合経済センター南側) に新

しく施設を建設し移転することとなりました｡

また､ 組合員や地域の皆様方がより便利に窓口

をご利用いただけます様､ 中曽根支店施設を拡

張して建設しています｡ 中曽根支店新店舗は３

月下旬頃､ 本店は５月上旬頃にオープン予定で

す｡ 今後ともよろしくお願い致します｡
本店完成イメージ

中曽根支店完成イメージ

10月5日には､ それぞれの建設予定地で起
工式を執り行いました｡
役職員や建設関係者とともに工事の無事と
順調な竣工を祈りました｡
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大
き
く
育
ち
、
固
く
結
球
し
た
ハ
ク

サ
イ
は
、
一
斉
に
収
穫
す
る
だ
け
で
な

く
、
あ
る
程
度
畑
に
残
し
て
順
次
収
穫

し
利
用
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
場
合
、
畑
で
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
、
厳
し
い
霜
や
寒
風
の
た
め
に
、

球
の
頂
部
の
柔
ら
か
い
葉
や
外
葉
が
カ

サ
カ
サ
に
な
り
、
や
が
て
そ
こ
か
ら
腐
っ

て
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
防
寒
対

策
を
施
し
て
長
い
間
利
用
し
た
い
も
の

で
す
。

一
番
簡
単
な
防
寒
対
策
は
、
霜
が
降

り
始
め
た
こ
ろ
、
先
に
収
穫
し
た
株
の

少
し
し
お
れ
か
け
た
外
葉
を
球
の
頭
上

に
４
〜
５
枚
覆
い
か
ぶ
せ
て
お
く
こ
と

で
す
。
少
し
し
お
れ
か
け
て
い
た
方
が

球
に
な
じ
み
や
す
く
風
で
吹
き
飛
ば
さ

れ
に
く
い
の
で
好
都
合
で
す
。

畑
に
あ
る
程
度
長
く
置
く
場
合
は
、

な
る
べ
く
多
く
の
外
葉
で
球
を
包
む
よ

う
に
し
て
、
ポ
リ
テ
ー
プ
や
細
縄
な
ど

で
縛
っ
て
お
き
ま
す
。
元
気
良
く
育
つ

と
葉
折
れ
が
ひ
ど
く
、
作
業
し
に
く
い

の
で
、
多
少
霜
に
遭
い
葉
が
柔
ら
か
さ

を
増
し
て
か
ら
作
業
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

相
当
広
い
面
積
の
畑
で
多
数
の
株
を

貯
蔵
す
る
に
は
、
べ
た
掛
け
資
材

(

長

繊
維
不
織
布
、
割
繊
維
不
織
布)

を
広

げ
て
、
頭
上
に
２
〜
３
枚
重
ね
掛
け
す

る
の
が
効
果
的
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ム
、
特
に
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
、

じ
か
掛
け
に
す
る
と
そ
の
直
下
は
一
時

的
に
外
気
温
よ
り
も
低
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
面
積
の
栽
培
で
の
本
格
的
な
貯
蔵

法
と
し
て
囲
い
貯
蔵
法
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
ハ
ク
サ
イ
を
畑
か
ら
根
ご
と

引
き
抜
い
て
、
別
の
場
所
に
根
を
下
方

に
向
け
て
密
に
並
べ
置
き
、
上
に
稲
わ

ら
な
ど
の
保
温
材
で
覆
っ
て
寒
さ
か
ら

守
る
方
法
で
す
。
こ
の
場
合
、
寒
害
を

受
け
る
前
に
、
通
常
よ
り
も
や
や
若
取

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
寒

害
を
受
け
る
直
前
に
貯
蔵
に
取
り
掛
か

る
よ
う
配
意
し
ま
す
。
こ
の
方
法
を
上

手
に
す
れ
ば
、
約
２
カ
月
も
長
期
貯
蔵

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

い
ず
れ
の
防
寒
、
貯
蔵
方
法
で
も
、

貯
蔵
す
る
前
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ア
オ
ム

シ
な
ど
が
寄
生
し
て
い
る
と
増
殖
し
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
薬

剤
防
除
を
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

収
穫
後
に
短
期
間
品
質
を
保
持
す
る

に
は
、
新
聞
紙
に
く
る
ん
で
涼
し
い
場

所
に
立
て
て
置
く
の
が
簡
単
で
す
。
こ

れ
で
約
１
週
間
鮮
度
を
保
て
ま
す
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を

作
成
し
て
い
ま
す
。

ハ
ク
サ
イ
の
上
手
な
貯
蔵
方
法

｢

国
民
年
金
保
険
料
未
納
の
方
に
は

通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す｣

本
来
法
律
上
は
20
歳
か
ら
60
才
に
な
る
ま
で
は
何
ら
か

の
年
金
制
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
老
齢
基

礎
年
金
は
40
年
加
入
し
て
満
額
の
年
金
額
が
受
給
で
き
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

受
給
権
が
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
25
年
の
納
付
期
間
が

必
要
で
し
た
。
今
回
特
例
的
に
平
成
29
年
８
月
よ
り
10
年

加
入
の
方
に
も
年
金
が
受
給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
10
年
で
は
年
金
額
は
少
し
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
40
年
の
間
に
は
経
済
的
事
由
及
び
身
体
的
な
事
由
に

よ
り
納
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は

免
除
申
請
し
て
お
く
事
が
必
要
で
す
。
納
付
で
き
る
経
済

状
態
で
あ
る
の
に
納
付
し
な
い
場
合
は
未
納
扱
い
と
な
り

ま
す
。
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
も
受
給
で
き
な

い
事
が
あ
り
ま
す
。
現
在
日
本
年
金
機
構
は
民
間
事
業
者

に
委
託
し
て

｢

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内｣

を

し
て
お
り
ま
す
。｢

納
付
状
況｣

が
印
字
さ
れ
た
書
類
が

送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。
送
付
さ
れ
て
き
た
場
合
は
事
実
を

確
認
し
、
将
来
の
老
後
の
生
活
設
計
の
為
、
納
付
し
ま
し
ょ

う
。
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地
積
が
１
０
０
０
平
方
ｍ(

三
大
都

市
圏
で
は
５
０
０
平
方
ｍ)

以
上
の
宅

地
に
つ
い
て
は
、
相
続
税
の
財
産
評
価

を
行
う
際
、
一
定
の
評
価
減
が
認
め
ら

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
12
月
31
日
ま
で
に
相
続
が

発
生
し
た
場
合
は
、｢

広
大
地
評
価｣

と
い
い
そ
の
宅
地
の
地
積
に
応
じ
評
価

額
の
42
・
５
〜
65
％
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、(

１)

開
発
行
為
を
行

う
場
合
道
路
等
の
公
益
的
用
地
の
負
担

が
必
要
で
あ
る
こ
と
、(

２)

中
高
層

の
集
合
住
宅
等
の
敷
地
に
適
し
て
い
る

も
の
で
な
い
こ
と
な
ど
が
要
件
で
す
。

平
成
30
年
１
月
１
日
以
降
に
相
続
が

発
生
し
た
場
合
は｢

広
大
地
評
価｣

は

廃
止
さ
れ
、
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

が
、
一
定
要
件
の
下
に
新
設
さ
れ
た

｢

地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
の
評
価｣

の
適
用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
規
定

の
適
用
要
件
は
、

宅
地
の
あ
る
場

所
の
容
積
率
が

４
０
０
％(

東

京
都
の
特
別
区

で
は
３
０
０
％)

以
下
で
あ
る
こ

と
お
よ
び
、
普

通
住
宅
地
区
ま

た
は
普
通
商
業

・
併
用
住
宅
地
区
に
所
在
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。

広
大
地
評
価
は
奥
行
補
正
や
不
整
形

地
補
正
な
ど
個
々
の
宅
地
の
形
状
に
応

じ
た
補
正
は
考
慮
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、

地
積
規
模
が
大
き
い
宅
地
の
評
価
は
、

個
々
の
宅
地
の
形
状
に
応
じ
た
補
正
を

行
っ
て
か
ら
規
模
格
差
補
正
率
を
乗
じ

ま
す
。
規
模
格
差
補
正
率
は
所
在
地
お

よ
び
地
積
に
応
じ
た
一
定
の
算
式
に
よ

り
求
め
ら
れ
、
三
大
都
市
圏
に
所
在
す

る
宅
地
で
見
る
と
地
積
が
500
平
方
ｍ
で

あ
る
場
合
は
０
・
８
、
１
０
０
０
平
方

ｍ
の
場
合
は
０
・
78
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
規
模
格
差
補
正
率
は
広
大
地

補
正
率
よ
り
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
た

め
、
路
線
価
が
変
わ
ら
な
い
と
す
れ
ば
、

地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地
の
評
価
で
計
算

し
た
評
価
額
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
広
大

地
評
価
に
よ
り
計
算
し
た
評
価
額
よ
り
高

く
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
三
大
都
市
圏
に

所
在
す
る
地
積
が
１
０
０
０
平
方
ｍ
の

宅
地(

１
路
線
の
み
に
接
道)

で
、
そ
の

路
線
価
が
10
万
円
、
奥
行
価
格
補
正
率

が
０
・
98
、
不
整
形
補
正
率
が
０
・
97

で
あ
る
場
合
、
広
大
地
評
価
を
適
用
し

て
計
算
し
た
評
価
額
は
５
５
０
０
万
円
、

一
方
、
地
積
規
模
が
大
き
い
宅
地
の
評

価
を
適
用
し
て
計
算
し
た
評
価
額
は
約

７
４
１
５
万
円
で
す
。

地
積
規
模
の
大
き
な
宅
地(

広
大
地)

の
評
価

こ
ん
な
と
き
は
要
注
意

知
っ
て
納
得
！

税
金
講
座

気
が
付
い
た
ら
け
が
を
し
て
い
た
、

衝
突
し
て
い
た
な
ど
、
人
は
意
識
し
て

不
安
全
な
行
動
を
取
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
は
、
気
が
付
く
前
の
心
の
状

態
、
作
業
へ
の
集
中
力
、
な
ど
は
？

そ
う
考
え
る
と
、
自
信
を
持
っ
て｢

集

中
し
て
い
ま
し
た
。
他
の
こ
と
を
考
え

て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た｣

と
言
い
切
れ

ま
す
か
。
言
い
切
れ
な
い
と
こ
ろ
が
人

間
の
弱
さ
な
の
で
す
。

作
業
当
初
は
緊
張
感
を
持
っ
て
作
業

し
て
い
ま
す
が
、
順
調
に
進
む
と
よ
く

い
わ
れ
る｢

手
足
は
作
業
し
て
い
る
が
、

脳
は
作
業
せ
ず
、
他
の
こ
と
を
考
え
て

い
る｣

状
態
に
落
ち
込
み
ま
す
。
こ
の

｢

心
こ
こ
に
あ
ら
ず
の
状
態｣

が
事
故

に
結
び
付
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
識

レ
ベ
ル
の
低
下
は
農
作
業
だ
け
で
な
く
、

普
段
の
生
活
の
中
で
も
頻
繁
に
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、｢

事

故
を
起
こ

す
の
は
し

ょ
う
が
な

い｣

と
は

い
え
ま
せ

ん
。
事
故

に
つ
な
が

ら
な
い
行

動
を
身
に

付
け
れ
ば
、

事
故
で
は
な
く
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
で
済
ま

せ
ら
れ
ま
す
し
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が
無

事
で
済
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

不
安
全
行
動
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
、
過
去
に
体
験
し
た
り
、
見

聞
き
し
た
不
安
全
行
動
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
状
態
で
起
こ
っ
た
の
か
、
ど

の
よ
う
に
大
事
故
に
な
ら
な
い
よ
う
行

動
し
た
の
か
、
有
効
な
対
策
は
取
れ
た

の
か
、
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
で
す
。

不
幸
に
も
事
故
を
起
こ
し
た
ら
、
直

接
原
因
だ
け
で
は
な
く
、
間
接
的
な
要

因
も
分
析
し
て
対
策
を
立
て
実
践
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
逆
に
事
故
も
な
く
、

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
も
な
く
一
日
が
終
了
し

た
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
無

事
に
つ
な
が
っ
た
の
か
を
考
え
ま
し
ょ

う
。
事
故
が
起
き
る
よ
り
も
無
事
に
終

わ
る
こ
と
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
の
で

す
か
ら
、
こ
の
後
者
の
分
析
も
大
き
な

意
味
を
持
ち
ま
す
。

毎
日
が
無
事
で
あ
る
た
め
の
基
本
は
、

危
険
予
知
の
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
す
。
次
の
行
動
を
頭
に
浮
か
べ
、
危

険
な
状
況
は
あ
る
か
な
い
か
を
考
え
、

危
険
と
判
断
さ
れ
た
と
き
に
は
ど
の
よ

う
に
避
け
る
か
も
考
え
ま
す
。
農
業
は

１
年
サ
イ
ク
ル
に
な
り
ま
す
か
ら
、
１

年
前
の
体
験
ま
で
戻
っ
て
危
険
予
知
を

し
ま
し
ょ
う
。
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郵 便 は が き

四国中央市三島金子2-4-23
JAうま　総務部企画課
広報委員会  行

個人情報の取扱いについて
クイズ応募・投稿の際、ご記入いただいた個人情報については、プレゼント発送、本誌
「お便りありがとう」コーナーへの掲載のみに使用し、他の目的に使用することはありま
せん。 ※

答
え
は
15
ペ
ー
ジ
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
の
下
に
あ
り
ま
す
。

上
の
イ
ラ
ス
ト
に
は
下
の
イ
ラ
ス
ト
と
違
う
部
分
が
5
カ
所
あ
り
ま
す
。

間
違
っ
て
い
る
部
分
を
上
の
枠
内
の
数
字
で
探
し
ま
し
ょ
う
。

62円分の切手を
はってください

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

ク
イ
ズ
に
挑
戦
！

住所

ー

名前
性別 男・女

年令 才

TEL （　　　  ）

12月号
クロスワード解答
※ＪＡうま各支店・センター窓口にお出しいただくか、郵送してください
13

①
２
人
組
は
コ
ン
ビ
、
３
人
組
は

③
親
同
士
が
い
と
こ
で
す

⑥

に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る

⑦｢

お
は
よ
う｣

と
か｢

さ
よ
う
な
ら｣
と
か

⑧
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
イ
ン
ド
を
目
指
し
て

を
続
け
ま
し
た

⑩
カ
カ
オ
豆
か
ら
作
る
飲
み
物

⑭
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
乗
っ
た
そ
り
を
引
き
ま
す

⑯
ブ
ー
ケ
と
も
い
い
ま
す

⑱
太
陽
が
沈
む
と
や
っ
て
来
ま
す

⑲
進
化
の
反
対
語

⑳
人
の
言
葉
を
ま
ね
る
の
が
う
ま
い
鳥
。

返
し
に
答
え
る

①
大
み
そ
か
に
は

そ
ば
を
食
べ
る
人
も
多
い

②
英
語
で
は
ド
ラ
ゴ
ン
。想
像
上
の
生
き
物
で
す

③
物
を
燃
や
す
と
残
る
も
の

④
鶏
の
頭
の
赤
い
冠

⑤
何
度
も
練
習
し
て
、よ
う
や
く

を
つ
か
ん
だ

⑦
｢

山
！｣

｢

川
！｣

⑨
現
在
よ
り
も
前
で
す

⑪
庭
に
掘
り
た
が
る
犬
も
い
ま
す

⑫
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
は
装
填(

そ
う
て
ん)

し
ま
せ
ん

⑬
少
年
剣
士
た
ち
が
振
る
物

⑮
月
曜
と
水
曜
の
間

⑯
お
子
様
ラ
ン
チ
に
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

⑰
狩
り
に
も
使
わ
れ
る
鳥

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｅ
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

次
回
の
ク
イ
ズ
締
切
日
は
12
月
25
日(

月)

必
着
。

抽
選
で
産
直
市
お
買
物
券
を
10
名
様
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
！
当
選
さ
れ
た
方
に
は
発
送
を
持
っ
て
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
う
ま
Ｈ
Ｐhttp

://w
w
w
.ja-um

a.or.jp

か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

10月号の答え

アアキキママツツリリ
(応募90通)

※解答は､漢字､ひらがな､カタカナ
どちらでも構いません｡

【
お
詫
び
と
訂
正
】
11
月
号
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

タ
テ
の
カ
ギ

追
加

⑰
美
術
館
の
中
を

に
従
っ
て
進
ん
だ

ヨ
コ
の
カ
ギ

⑲
が
正
し
く
は
⑱(

漢
数
字
の
大
字
だ
と
、１
は｢

壱｣

、３
は｢

参｣

、

は

｢

陸｣)

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



材料（３人分）

作り方

point

14

豚ばらしゃぶしゃぶ用 300ｇ
ナス ３本
ピーマン ３個
長ネギ ２本
サラダ油 適宜
おろしショウガ 大さじ１

ネギしょうゆだれ
濃い口しょうゆ 1/2カップ
米酢 1/2カップ
砂糖 1/2カップ
ごま油 大さじ２

………………
………………………………………
…………………………………
……………………………………
…………………………………

……………………

………………
……………………………
……………………………
……………………………�長ネギはみじん切りにし､ おろしショウガと共にボウルに入れておく｡�ナス・ピーマンを一口大に切り､ 180度のサラダ油で素揚げにする｡�鍋に湯を沸かし､ 豚ばら肉をサッと湯通しして､ �と一緒に盛り付け､ ネギしょ

うゆだれを回し掛ける｡

ネギしょうゆだれは､ 鶏肉や白身魚の唐揚げにもぴったりの万能だれです｡

豚ばらしゃぶの
ネギしょうゆ掛け

�����������
組合員の石川淳次郎さんが金生支店に ｢雲南地
湧金蓮 (ウンナンチユウキンレン)｣ という植
物の花を持ってきてくれました｡ しばらくの間､
支店窓口に飾らせていただきました｡

花びらのように見える部分は苞
葉 (ほうよう) という器官で直
径30㎝くらい｡ 本当の花は苞葉
の根元にあります｡

����������������
花
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紫
陽
花
や
空
を
見
上
げ
て
雨
を
待
つ

森
實

正

炎
天
下
ビ
リ
ン
草
の
花
咲
き
誇
る

藤
原
モ
リ
子

ア
キ
ア
カ
ネ
夕
日
に
向
か
い
消
え
て
ゆ
く

山
本

昭
子

娘
の
呉
れ
し
お
で
ん
遺
影
の
夫
と
食
べ

松
木

順
子

昼
の
虫
細
か
い
文
字
に
疲
れ
を
り

谷

秀
子

さ
く
ら
ん
ぼ
最
後
の
一
粒
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん

岸

豊
子

残
暑
と
て
三
十
五
度
を
上
ま
わ
り

寺
尾

島
子

山
峡
の
蝉
の
転
が
る
露
天
風
呂

松
木

功
子

亡
き
夫
に
淋
し
き
盆
と
思
は
せ
ず

竹
内

式
部

親
離
れ
し
て
行
く
子
等
の
夜
長
か
な

ま
る
にっ
ち
ゃ
ん

み
ち
の
く
の
便
り
を
の
せ
て
今
年
米

伊
藤

富
子

干
柿
の
簾
窓
辺
を
飾
り
を
り

小
田

慶
喜

一
瞬
で
黄
金
の
稲
穂
束
に
な
る

大
西
萬
寿
美

新
米
に
お
か
わ
り
三
杯
お
じ
い
ち
ゃ
ん

高
橋

陽
子

若
い
血
が
祭
り
太
鼓
で
騒
ぎ
出
す

加
地

照
明

メ
ッ
キ
剥
げ
希
望
失
望
絶
望
に�
津

勝

ス
ト
ロ
ー
が
ジ
ュ
ー
ス
終
り
と
い
っ
た
音

菅

伊
佐
子

何
々
会
顔
ぶ
れ
同
じ
過
疎
の
町

高
橋
は
る
き

感
動
を
袂
に
帰
る
十
三
夜

高
橋

了

足
腰
が
痛
く
テ
レ
ビ
と
仲
良
し
に

永
尾

敦
子

余
生
だ
と
思
え
ば
あ
せ
る
こ
と
も
無
い

山
下

敏

極
上
の
松
茸
今
は｢

た
ら
話｣

山
本

千
里

我
が
子
よ
り
可
愛
ら
し
い
菊
花
展
苦
労
を
語
る
人
々
の
顔

小
田

和
子

口
下
手
に
与
え
ら
れ
し
ペ
ン
ひ
と
つ
思
い
も
夢
も
表
わ
せ
る
か
も

石
村

幸
子

�����☆
９
月
16
日
の
Ｊ
Ａ
う
ま
杯
ペ
タ

ン
ク
大
会
で
準
優
勝
し
ま
し
た
！

そ
の
時
ジ
ャ
ジ
ャ
う
ま
市
で
実
演

販
売
し
て
い
た
タ
イ
モ
の
コ
ロ
ッ

ケ
が
、
ひ
じ
き
・
野
菜
が
入
っ
て

い
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
の
で

た
く
さ
ん
買
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と

う
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

(

Ｍ
・
Ｋ
さ
ん)

【

編】

準
優
勝
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
そ
し
て
お
買
い
上
げ
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
生
産
者

部
会
の
み
な
さ
ん
が
作
っ
た
里
芋

コ
ロ
ッ
ケ
で
す
ね
。
イ
ベ
ン
ト
の

時
し
か
販
売
し
な
い
の
が
残
念
で

す
が
、
ま
た
揚
げ
た
て
を
ぜ
ひ
召

し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
ね
♪

☆
毎
日
の
気
温
の
変
化
に
追
い
つ

け
ず
体
調
を
崩
し
が
ち
で
す
。
衣

替
え
も
完
了
し
て
な
い
の
で
洋
服

選
び
に
も
四
苦
八
苦
で
す
。

(

Ｎ
・
Ｋ
さ
ん)

【

編】

季
節
の
変
わ
り
目
は
難
し

い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

寒
く
な
り
ま
す
。
お
身
体
大
切
に
。

☆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
途
中
の
景
色

も
一
変
し
ま
し
た
。
稲
刈
り
も
終

わ
り
ち
ょ
っ
と
殺
風
景
な
感
じ
で

す
。
稲
を�
は
で
か
け�
に
し
て

自
然
乾
燥
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

わ
ず
か
１
ヶ
所
だ
け
で
す
。
農
業

も
随
分
変
わ
っ
た
な
あ
と
思
い
ま

し
た
。

(

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん)

【

編】

季
節
を
感
じ
な
が
ら
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
良
い
で
す
ね
！
色
鮮
や

か
な
田
畑
は
春
ま
で
お
預
け
で
す
。

農
業
も
ど
ん
ど
ん
機
械
化
や
省
力

化
が
進
ん
で
い
ま
す
ね
。

☆

(

10
月
号)

手
作
り
縁
台
の
寄

付
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
き
れ
い

に
作
ら
れ
、
以
前
大
工
さ
ん
だ
っ

た
の
か
な
？
と
思
い
つ
つ
写
真
を

見
ま
し
た
。
う
れ
し
い
お
話
で
す
。

な
つ
か
し
い
で
す
。
宇
田
さ
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

(

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん)

【

編】

本
当
に
し
っ
か
り
と
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
大
き
く
て
ガ
ッ
シ

リ
。
寝
転
ん
で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
し

た
い
感
じ
で
す
。

☆
今
年
の
秋
ま
つ
り
は
雨
ば
か
り

で
残
念
で
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
を
か

け
た
太
鼓
ば
か
り
で
…
。
来
年
こ

そ
は
良
い
お
天
気
に
恵
ま
れ
ま
す

よ
う
に
！

(

Ｙ
・
Ｇ
さ
ん)

【

編】

本
当
に
狙
っ
た
よ
う
に
雨

ば
か
り
で
し
た
ね
。
来
年
は
快
晴

で
！

(

Ａ
・
Ｙ
さ
ん)

【

編】

冬
は
大
活
躍
で
す
ね
。
煮

た
り
焼
い
た
り
卸
し
た
り
…
。

｢まちがいさがし｣答え�2…………煙突から煙が出ている 4…………吹き出しの中の腕の動きが違う 6…………白鳥が冠をかぶっていない
9…………カメラが望遠レンズになっている 11…………犬の尾が下がっている

11
月
５
日
て
ら
の
湖

畔
広
場
秋
の
感
謝
祭
の

取
材
帰
り
、
県
指
定
天

然
記
念
物
の
イ
ブ
キ
と

フ
ジ
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
デ
カ
い
で

す
。
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
フ
ジ
は
花
の

季
節
に
ま

た
見
に
行

き
た
い
な
ぁ

と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

11
月
号
に
以
下
の
通
り
、
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。

２
ペ
ー
ジ

今
月
の
う
ま
キ
ッ
ズ

誤◯

尾
藤
倉
士
く
ん

正◯

尾
藤
蒼
士
く
ん

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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12 月の予定 ※11月15日現在の予定です。
変更になることもありますので事前にご確認ください。

年金 ・・・年金相談日（午前10時～午後12時）

天皇誕生日

年金 土居中央支店

年金 金生支店 年金 松柏支店 年金 川之江中央支店

年金 寒川支店 年金 豊岡支店

年金 長津支店 年金 本店 年金 中曽根支店


